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3.  今後の展開 

ＳＯＭＰＯリスケアは、本サービスの提供を通じて、企業の自動車事故防止を支援してまいり

ます。 

ＳＯＭＰＯリスケアマネジメントについて 

Ｓ Ｏ Ｍ Ｐ Ｏ リ ス ケ ア マ ネ ジ メ ン ト 株 式 会 社 は 、 損 害 保 険 ジ ャ パ ン 日 本 興 亜 株 式 会 社 を 中 核 と す る

Ｓ Ｏ Ｍ Ｐ Ｏ ホールディングスのグループ会社です。「リスクマネジメント事業」「ヘルスケア事業」「サイバー

セキュリティ事業」を展開し、全社的リスクマネジメント（ERM）、事業継続（BCM・BCP）、健康経営推進支援、

特定保健指導・健康相談、メンタルヘルス対策、サイバー攻撃対策などのソリューション・サービスを提供

しています。 

サービス内容に関するお問い合わせ先 

ＳＯＭＰＯリスケアマネジメント株式会社 リスクマネジメント事業本部 

自動車コンサルティング部［担当：竹村、石井］ 

〒160-0023 東京都新宿区西新宿 1-24-1 エステック情報ビル 

TEL：03-3349-5438（直通）  

報道機関の方からのお問い合わせ先 

ＳＯＭＰＯリスケアマネジメント株式会社 

経営企画部［担当：田所］ 

〒160-0023 東京都新宿区西新宿 1-24-1 エステック情報ビル 

TEL：03-3349-5468（直通）  
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＜別紙＞本サービスの詳細 

メニュー 内容 

①実態調査 

・ヒアリング 

事業者を訪問し、運行指示書や点呼記録簿の記載内容を確認します。

さらにヒアリングをもとに機器の取付け対象者、スケジュールを決定

します。 

②機器の取付け 

・データ取得 

機器を事業者の車両に取り付け、ドライバーによる運転状況の映像（車両

前方および車内の映像）等のデータ（2 週間程度）を取得します（標準サー

ビスでは 1 事業者につき最大で 5 台の機器を貸し出します）。 

③管理者向け 

リアルタイム 

アラート 

上記②の取付け期間中、事業者の管理者向けに、ドライバーの「漫然

運転」「わき見運転」について、リアルタイムでアラートを配信します。

④機器の回収 

・フィードバック 

機器を回収し、取得したデータおよびヒアリングした事業者の安全管理

状況をもとにレポートを作成し、事業者にフィードバックします。 

⑤＜オプション＞ 

管理者向け研修 

レポートをもとに、ドライバー指導のための管理者向け研修を行います。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  機器取付イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

⾞外カメラ
⾞内カメラ

GPSアンテナ ⾞載機本体


